
議案第２８号 令和８年度糸島市一般会計予算に対する附帯決議 

 

２款１項６目 庁舎維持管理費における新庁舎の空調設備改修工事については、来

庁者及び職員の安全確保並びに熱中症防止の観点から、速やかな対応が必要であり、

本予算についてはこれを認めるものである。 

しかし、本庁舎は竣工から間もない施設でありながら、わずか２年で約 2,000万円

の追加工事が必要となる状況が生じていることは、重く受け止めるべきである。 

特に、本件においては２階のみで空調不良が生じている点について、猛暑の影響の

みをもって説明することは困難であり、その原因については慎重かつ技術的な検証が

求められる。 

当該の影響が想定されていなかったとの説明を踏まえると、基準に含まれていない

建物条件について、専門家としての善管注意義務の観点から十分な検討がなされてい

たのか、疑義が生じるところであり、改めて検証が必要である。 

よって市においては、本件について次の事項に取り組むことを強く求める。 

 

記 

 

１  本改修の原因について、気象条件のみならず、建物の構造的特性（吹き抜けや

日射の影響等）及び空調計画との関係を含め、技術的かつ客観的な検証を行うと

ともに、必要に応じて外部専門家の知見を活用するなど、公平性及び客観性の確

保に努めること。 

２  前項の検証の結果、設計又は施工に起因する事項が認められた場合には、契約

内容等を踏まえ、費用負担のあり方について適切に対応すること。 

３  本件に係る検証結果及び改修工事の進捗状況については、速やかに議会へ報告

すること。 

４ 本件を踏まえ、設計内容の妥当性確認及び検収体制のあり方について検証を行

い、その結果を踏まえ、今後の公共建築においては、外部専門家の知見の活用等

により、設計図書の内容を多角的かつ客観的に確認できる体制を整備すること。 

 

以上、決議する。 

令和８年３月２５日 

                               糸 島 市 議 会 


